7 ニユアルのほいかた 


广 まむしてお使いいただくために- S 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

\ J 


七ットアップガイド- 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
■電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとき） 

• U カバ U (再セットアップ） 

•デイ I 」ーケアとアフターケアなど 


广 取扱説明書（本書）- V 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• 増設メモ U の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U パックの交換 
•システム環境の変更とはなど 

V_ J 


广 オンラインマニュアル- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

画面で見るマニュアル『セッ ト アップガイド』 

•パソコンを買い替えたとさ •周辺機器の接続 

•パソコンの基本操作 • バッテ U で使ラ方法 

• ネットワーク機能 • システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 など 

\_/ 


广 困つたとごな- s 

* 個人-家庭向けモデルのみ 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。デスクトップ 
上の[困ったときは]アイコン（ I 夢）をダブルク U ックすると、起動します。 

• Q&A 集 
•用語集 

_ J 


广リリース情き目- V 

• 本製品を使用するラえでのミ主意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに-匿 a U リース 情報に ついて」 

\_ J 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
术しよ 9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

オンラインマニュアル、困ったときはへの参照の場合'''《》 
オンラインマニュアルにはさまざまな情報び記載されています。 


* 1重傷とは、失 B 月やけび、やけど（高温-低温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、次のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Business または Windows Vista ® Home 日 asic を示します。 

ドライブ内蔵モデル 

DVD スーパーマルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルをおします。 

Bluet 00 计 1 モデル 

Bluetooth 機能び内蔵されているモデルを示します。 

個人-家庭向けモデル 

別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』に「個人-家庭 
向けモデル」と記載されているモデルを示します。 

企業向けモデル 

別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』に「企業向けモ 
デル」と記載されているモデルをおします。 


ご購入のモデルのモデル名、仕様については、別紙の [dynabook * * * * (お使いの機種名) 
シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインストールまたは内蔵八ードディスクや付属 
の巳 D / DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

• システムび Windows VistaL ソ外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法び異なる場合 
びあります。詳しくは『セットアップガイド』や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□-ルパネルの操作方法について「コント□-ルパネルホーム」に設定して 
し、ることを前提に記載しています。「クラシック表示」になっている場合は、「コント□-ル 
ノ（ネルホーム」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 

コント□—ルバネルホームとクラシック表示 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 
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■■Trademarks 

• IVIi 巳 「 osoft 、 Windows 、 Windows Media、Windows Vista 、 Aero 、 Ex 巳 el 、 Outlook 、 


PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• Confi 旨 Free は、株式会社東芝の登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な日びに登録商標です。 

• Ulead および Ulead □ゴ 、 DVD Movie Writer は Corel Corporation またはその関連会社の 
商標または登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• デジタルアーツ / D に ITALARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアーツ 
株式会社の登録商標です。 

• 「駅前探険侯楽部」、 r 駅探」は登録商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 
•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• Goo 旨 le ツールバ ー、 Goo 旨 le デスクトップは Google Inc . の登録商標です。 


本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 


インテル Centrino ® 2プ□セッサー • テクノ□ジーについて 

次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino 2プ□セッサー-テクノ 
□ジー搭載と呼びます。 

• インテル® Core ™ 2 Duo プロセッサー 
• モバイルインテル® GS 4 已 Exp 旧 SS チップセット 
•インテル® Wi 円 Link 已] OOAGN 
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la プ□七ッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのようなを件によって違しが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する巧 
態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッサに関するを意 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するよラに最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•己4ビット対応のアプ U ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 
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MM 着作権について 


音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよび 
著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行うことびできます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行ラと、「著作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使巧して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


■1 遅リリ—ス情巧について 


ruu —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ツクする 


MM 巧い終わつたとを 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U— プ/電源を切る『セツトアップガイド』 
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•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ストールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows Vista Home 日 asic 搭載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium 、 
Windows Vista Business に搭載の一部の機能 （Windows Aero インタフエース、フリツ 
プ 3 D など）はご利用になれません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更•削除•追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• モデルによっては 、 Windows Aero 機能は、ご購入時の状態ではオフに設定されています。 

•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブはホ义に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

•本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能 
を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティ 
の問題の発生や、生じた損書に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•本製品のセキュ U ティ□ック-ス□ットおよび接続するセキュ U ティケーブルは盗難を抑止 
するためのちのであり、万一発生した盗難事故の被害について、当社は一切の責任を負いま 
せん。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなどの 
理由で、登録•使用びでさない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウェアの完全な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障書、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承く 
ださい。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、クラッキングからコンピュータを保護するためにち、 
常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアップデートは、ご使用開 
始から目0曰間に限り無料で行うことびできます。期間終了後は有料にて正規のサービスを 
お申し込みいただ<ことで、アップデートサービスを継続して受けることびでさます。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。弊社 

ホームページで登録でさます。 

詳細について《オンラインマニュアル》 





m [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表おされた場合は、そのメッセージをミ主意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか日、[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 
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■ パソコンの巧り巧い 


この章では、電源を入れる方法やパソコンのさ部の名称について説明 
しています。 

また、増設メモリの取り付け/取りはずし、バッテリパックの交換方 
法についても説明しています。 


1電源を入れる . 12 

2各部の名称 ータ 1 •観図一 . 1已 

3 メモリの増設 . 19 

4 バツ テリについて . 23 


已パソコンの動作状況を監視し、記録する 
-まち PC ヘルスモニター . 
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① 電源コードを AC 
アダプタに接続する 


) 電源コードの電源プラグを 
コンセントに差し込む 


② AC アダプタのコードを 
パソコン側面のマーク 
があるコネクタに差し込む 


) 一③の順で行ってください。 


パソ n ンの取り扱い 







D 電源を入れる 


I 接続すると _ 

DC IN * 1 1_ ED び白色に点灯します。また 、 Battery □ LED びオレンジ色に点灯し、バッテ 
U への充電び自動的に始まります。 



Q 1 電源を入れる 


本体液晶ディスプレイを開けるときは 

•本体液晶ディスプレイを開き過ざるとヒンジ（手順□参照）に力びかかり、破損や故障の原因 
となります。ヒンジに無理な力び加わらないよラ開閉ち度にミ主意してご使用ください。 


B パソコンのディスプレイを開ける 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
(画面）部分には触れないよラにしてください。 



片手でパームレスト（キーボード手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてく 
ださい。 



























D 電源を入れる 


電源スイッチを押す 

Power むに D び白色に点打するまでスイッチを巧してくださし、。 



初めて電源を入れたときは、 [ Windows のセットアッス画面び表示されるので、 
Windows のセットアップを行ってください。 

Windows のセットアップ『セットアップガイド』 

パスワードや HDD パスワードを設定している場合の電源を入れたとさの操作方法は、 
《オンラインマニュアル》を参照してください。 


電源に関する表示 


電源の状態はシステムインジケータの点灯巧態で確認することびでさます。 
電源に関係あるインジケータとそれぞれの意味は; 欠のとおりです。 



状態 

パソコン本体の状態 

DC IN ^ に D 

白の点灯 

AC アダプタを接続している 

オレンジの点滅 

異常警告 （ AC アダプタ、バッテ1」または 
パソコン本体の異常）* 

消打 

AC アダプタを接続していない 

Power cl ) LED 

白の点な 

電源 ON 

オレンジの点滅 

ス1」ープ中 

消灯 

電源 OFF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A 集」を参照してください。 
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パ取り扱い 



































さ部の撕 

-外観図一 


ここでは、各部の名称と機能を簡单に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、《オンラインマニュアル》を確認してください。 


■ お願い 


夕'！•観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、 LED、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないものびあります。 


1 


前面図 



この部分に無線 LAN — 
アンテナ/ Bluetooth 
アンテナげ内蔵されて 
います。 

ディスプレイ- 

電源 スイッチ- 

スピーカ- 

電源 コネクター 
(ご P.12) 


□ RGB コネクタ- 1 

外部ディスプレイと接続して、 

バソ□ンの映像を外部ディスプレイ 
1し表のしま'§。 

eSATA/ 冷争 - 

eSATA コネクタ/ US 目コネクタ *1 

eSATA 対応機器や US 巨対応機器を 
接続します。 

通風孔- 

パソコン本体内部の熱を外部に逃びす 
ためのちのです。ふさびないで< ださい。 

USB コネクタ- 

US 目対応機器を接続します。 



ボタン 

次頁の説明を参照して < ださし、。 


^—ボート 






タッチパッド 

パッドの上を指でなぞって、 
パソコンを操作します。 

——ちボタン _ 

メニューを表71^します。 


システムインジケータ 

次頁の説明を参照してください。 


I ——左ボタン 

項目を選おします。 

一 内蔵マイク 

ボリュームダイヤル 

音量を調整します。 

■つへッドホン出力端子 

へッドホンを接続します。 

なマイク入力端モ 

マイク□ホンを接続します。 


* 1設定を行うと、バソコン本体の電源び入っていない巧態でち、 USB コネクタからが部機器に電源を供給す 
ることびでをます。 

USB の常時給電について《オンラインマニュアル》 
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Q 各部の名称一外観図一 


B ボタン 

ボタンを巧すと割り当てられている機能を実行できます。 


-まちプレゼンテーシヨンボタン 

「 Windows モビ U テイセンター」を起動できます。 
『 Windows ヘルプとヴポート』 


固」 


-バックライト ON/OFF ボタン 

本体液晶ディスプレイのバックライトを ON / OFF して、 
画面の明るさを調整ずることびできます。 
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システムインジケータ 

システムインジケータは、点灯状態によって、パソコン本体びどのよラな動作をしているのか 
を知ることびでさます。 


む □ 0 D ((が 





DC IN LED 

電源コード接続の状態 r 本章 D 電源を入れる」 

(!) 

Power LED 

電源の状態 r 本章 n 電源を入れる」 

口 

Battery LED 

バッテ U の巧態 《オンラインマニュアル》 

白 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 
《オンラインマニュアル》 

□ 

SD Card LED 

SD カードス□ットにアクセスしている 
《オンラインマニュアル》 

((f) 

ワイヤレス 

コ S ユニケーシヨン LED 

無線通信機能の状態 《オンラインマニュアル》 

* 無線 LAN モデルのみ 


パソ n ンの取り扱い 





































Q 各部の名称 一外観図一 


2 


背面図 


指紋センサ 


ぶみ SD 力ードス□ット 

SD メモ U カードをセット 
します。 


ドライプ- 

* ドライブ内蔵モデルのみ 
CD / DVD をセットする装置です。 

□ ^ PC 力一•ドス□ット 

PC カードをセットします。 

(( f ) ワイヤレスコ S ユニケーシヨン 
スイッチ 

無線通信機能をオンにするスイツチです。 
無線通信機能び内蔵されていないモデルでは 
機能しません。 



• QE セキュリティ□ック•ス□ット 

盗難を抑止するためのセキュ U ティ 
ケーブルを接続でをます。 

セキュ U ティケーブルは、本製品に 
対応しているものをご利用 < ださし、。 
詳しくは販売店などに確認してください。 


I —品 LAN コネクタ 

ADSL モデムなどを使ラとをに、 
LAN ケーブルを接続します。 

' — USB コネクタ 

US 巨対応機器を接続します。 
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◎ メモ U ス□ット（ご P .1 日） 

メモ I 」を増設ずる場所です。 

な亡コバツテ U • U U — スラツチ^ 
(ご P '2 已） 

バッテ U バックをバソコン本体から 
はずすとさに使5ラッチです。 


固ドッキングポート 

東芝製オプシヨンのス1」ムポート1」プ U ケータを接続 
することびでさまず。 

バツテ U パック（ご P .23) 



COA ラベル 

本製品の日 S び正規の Wirt clows である 
ことを示すラベルです。 

はがした0巧したりしないでくださし ' i 。 


前 


-型番と製造番号 

ラベルに型番（磯種名）と製造 
番号び記載されています。 

—凸？ □ バッテリ安全□ック（ご P .2 己） 

バッテ U パックびパソコン本体から 
はずれないよラにずるためのスイツチです。 


通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのちのです。 
ふさがないで < ださい。 



パソ n ンの取り扱い 
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Q 各部の名称一外観図一 


A 警告 

•必ず、本製品付属の AC アダプタを使用すること 
本製品付属 L ソ外の AC アダプタを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なっていること 
びあるため、乂災•破裂-発熱のおそれびあります。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続する場合、必ず「1章 D 電源を入れる」に記載して 
ある順番をずって接続すること 

順番を守らないと、 AC アダプタの DC 出カプラグび帯電し、感電または軽いケガをする場 
合びあります。 

また、 AC アダプタのプラグをパソコン本体の電源コネクタじ(外の金属部分に触れないよ 
ラにしてください。 


A 迁后、 

•お手入れの前には、おずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 


機器への強い 衝撃 や外圧について 

•あらかじめ、附録 11- 眶■-機器への強い衝撃やが圧について」をお認してください。 


□電源コードの仕様 

本製品に付属の電源コードは、曰本の規格にのみ準拠しています。 

使用できる電圧 （ AC ) は、 ]00 V です。 

必ず AC 100 V のコンセントで使用してください。 

* 取得規格は、電気用品を全法です。 

その他の地域で使用する場合は、当該国-地域の法令-安全規格に適合した電源コードを購入 
してくださし、。 

□ AC アダプタの仕様 

別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照してくだ 
さい。 




















タモリの t 自設 


本製品には、メモ I 」ス□ットび]つ用意されています。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付け日れているメモ I 」の容量び異なります。 
取り付け日れているメモ U を増設メモ U (東芝製オプション）と付け換えたり、メモ U び取り 
付け日れていないス□ットに増設メモ U (東芝製オプション）を取り付けることびできます。 
増設メモ U は、 2 GB 、] GB の2タイプびあります。 

取り付けることのできるメモ U の容量については、別紙の [dynabook **** (お使いの機 
種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

増設メモ U の取り付け/取りはずし作業び難しい場合は、お買い巧めの販売店などにご相談く 
ださい。 


么警告 


• 本夕中で説明されている部分 L ソがは絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A ま意 


•ステープル、ク U ップなどの 金属 や、コーヒーなどの液体を 機器 内部に入れないこと 

火災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテ U を取りはずし、 
電源を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

•増設メモ U の取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグを抜き、 
バッテ U パックを取りはずしてか 5 作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後に増設メモ IJ の取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後30分 LU 上 たって 
か日行ってください。 




メモリの増設の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - D - メモリの増設の操作にあたって」をお語してください。 



パソ n ンの取り扱い 
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il メモ u の増設 


増設メモ U は、東芝製オプションを使用してください。それじ(外のメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。仕様に合わない増設メモ U を取り付け 
るとパソコン本体び起動せず 、 Power LED び;欠のように点滅します。 

• 仕様に合わない増設メモ U び取り付けられた場合 
:オレンジ2回点滅^白]回点滅^繰り返し 

• メモ U 容量の合計び 2 GB を超えた場合 
:オレンジ3回点滅^白3回点滅^繰り返し 

眶■メモリを増設ずる 


• ネジをゆ^ 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 


あ日かじめ取り付け日れているメモ U を交換したい場合は、先にメモ U の取りはずしを行って 
ください。 

「本節 B メモ1」を取りはずす」 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『セットアップガイド』 

Q パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

S ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリバックの取りはずし「本章0バッテリについて」 

Q メモリカバーのネジ2本をゆるめ①、メモリカバーをはずす⑨ 


メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 
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パ取り扱い 





















il メモ u の増設 


増設メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固定するま 
で増設メモリを倒す② 



増設メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差 
し込みます。 

このとさ、増設メモ U の両端（切れ込みび入っている部分）を持って差し込むよラに 
してください。 

メモリカバーをつけ①、手順【 I でゆるめたネジ2本をとめる② 


I メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテ1」バックの取り付け「本章0バッテ U について」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 

メモ U 容量の確認について「本節 mm メモ U 容量を確認する」 
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パ取り扱い 














il メモ u の増設 


D メモリを取りはずず 



ソ 

□ 

ン 

の 

取 

D 

扱 

し、 



データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『セットアップガイド』 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリバックの取りはずし「本章0バッテリについて」 

メモリカバーのネジ2本をゆるめ、メモリカバーをはずす 

メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 

増設メモリを固定している左ちのフックを開き①、増設メモリをパソコ 
ン本体か5取りはずす③ 


メモリカバーをつけ、手順 D でゆるめたネジ2本をとめる 

メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリパックを取り付ける 

バッテリバックの取り付け r 本章 □ バッテ U について」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 



K ■メモリ容量を確認する 

メモ U 容量は r 東芝 PC 診断ツール」で確認することびでさます。 

V [スタート]ボタン（恒 I ) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーティリティ] 一 [ PC 診断ツール]をクリックする 

Q [基本情報]タブの[物理メモリ]の数値を確認する 
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八ッテ y にごいて 



パソコン本体には、バッテ U パックび取り付け日れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品をネ刃めて使用するときは、バッテ U パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

バッテ U パックを指定する方法•環境 L ソ外の方法にて使用した場合には、発熱、発火、破裂す 
るなどの可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願 
いします。 

『まむしてお使いいただくために』に、ノ（ッテ U パックを使用するときの重要事項び記述されてい 
ます。バッテ U 駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってください。 
ノ（ッテ U の充電量の確認や充電方法などについては《オンラインマニュアル》を参照してください。 


A 危険 


•八ッテ IJ 八ックは、必ず本製品に付属の製品を使用すること 

寿命などで交換する場合は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズを 
お使いのかたへ』に記載されている、指定の東芝製バッテ U をお買い巧めください。指定 
LU 外の製品は、電圧や端テの極性び異なっていることびあるため発熱、発火、破裂のおそ 
れびあります。 

•パ' ッテ U パックは指定充電方法じ(外にて充電しないこと 

必ず付属の AC アダプタを使用し、付属の取扱説明書に記述されている指定方法で充電し 
てください。指定 L ソ外の充電方法で充電すると、発熱、発火、破裂することびあります。 

•パ'ッテ U パックを分解-改造しないこと 

分解■改造すると、発熱、発乂、破裂の原因となります。指定 L ソ外の製品や、分解•改造 
したちのは、安全性や製品に関する保証はでさません。 

•パ'ッテ U パックを义中に投下する、火気に近づける、加熱する、あるいは高温状態で放置 
しないこと 

乂中に投下したり、乂気に近づけたり、加熱（電子レンジなどを含む）したり、あるいは 
高温状態で放置したりすると、発熱、発火、破裂することびあります。 

•バッテ IJ パックを落下させる、ぶつける、先のとびったちので力を加える、強い圧力を加 
えるといった衝撃を与えないこと 

パソコンに装着した状態や単体での落下などの衝撃によるパ' ッテ U パック内の電池や回路 
基板の損傷によって、発熱、発火、破裂することびあります。バッテ U パックに衝撃を与 
えた場合（本体に装着した状態で落下した場合などち含む)、あるいは外観に明らかな変 
形や破損び見日れる場合には、使用をやめてください。 

•バッテ U パックに変形、変色、害リれ、ヒビ、サビ、液漏れなどのか観の異常、あるいは異 
臭、発熱などの異常びある場合には使用しないこと 

そのまま使用すると、発熱、発火、破裂のおそれびあります。点検'修理をお買い巧めの 
販売店またはお近くの保守サービスに依頼してください。 

• バッテ U パックの金属端子のシヨート（短絡）や水、コーヒー、ジュースなどの液体で濡 
5さなし)こと 


パソ n ン《取り扱い 







凸バッテ u について 


A 迁后、 

•パ'ッテ U パックの充電温度範囲内（己〜3己で）で充電すること 

充電温度範囲内で充電しないと、液ちれや発熱、性能や寿命び低下するおそれびあります。 
• バッテ IJ 駆動時間び短くなった場合には、純正の新しいパ'ッテ IJ パックと交換すること 
バッテ U パックは消耗品です。駆動時間び短くなったパ'ッテ U パックでは、内部に使用さ 
れている電池の消耗度合いにノ（ラツキび発生している可能性びあります。電池の消耗度合 
し、にノ（ラツキびあるパ'ッテ U パックをそのまま使用し続けると、障書び発生することびあ 
ります。バッテ U 駆動時間び短くなった場合には、純正の新しいパ'ッテ U パックと交換し 
てください。 

• バッテ U パックを保管する場合は、できるだけ湿度の低い冷暗巧で保管すること。また、 
子供の手の届かない場所に保管すること 

バッテ I 」パックを長期保管するとさには、過放電を防止するために、半年に]回く日いの 
割合で、已〇%程度の充電をしてください。保管時は、ビニール袋などに入れて端テの 
ショートび起こ日ないようにし、ダンボールなどの電気を通さない箱に、バッテ U パック 
び重ならないよラに入れてください。 

• ごみ廃棄場で処分されるごみの中にノ（ッテ IJ ノ く ックを捨てないこと 
U チウムイオン電池は、「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法)」 
により、回収•再資源化び巧め日れております。バッテ U パックを処分する場合は、各自 
治体のを例または規則に従って U サイクルするか、 U サイクル協力店へお持ちください。 


パ’ッテリを使用するにちた〇て 三 

•あらかじめ、附録 D -* ■バッテ U について」を確認してください。 



パソ n ンの取り扱い 



















凸バッテリについて 


0£八ッテリパックを交換する 


バッテ U パックの交換方法を説明します。 

バッテ U パックの取り付け/取りはずしのとさには、「スリーフ」にするのではなく、必ず電源 
を切り、電源コードのプラグを巧いてから作業を行ってください。 

封メモ 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってください。 


■■取りはずし/取り付け 



データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『セットアップガイド』 

パソコン本体か5 AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 
バッテリ安全 □ ックを矢巧の方向に引く 



バツテリ.リリースラツチをスライドしなび5 ①、 八’ツテリノ（ツクを取 
りはずす③ 




































凸バッテ u について 


交換するバッテリパックを、「カチッ」と音びするまで静かに差し込む 

新しいあるいは充電したバッテ U パックを、バッテ U ■ UU - スラッチび自動的にス 
ライドして、「カチッ」といラ音びするまでま意して差し込んでください。 



バッテリま全□ックを矢がの方向にスライドする 

バッテ U パックびはずれないよラに、バッテ U 安全□ックは必ず行ってください。 




パソ n ンの取り扱い 


% 
















r 東芝 PC ヘルスモニタ」は、消費電力や冷却システム、 3 D センサなどのパソコンシステムの機 
能を監視し、システムの状態をメッセージなどでお知日せします。また、パソコン本体および 
各種デノ（イスの使用状況を、収集管理します。 

詳しい操作方法などについては、別紙を参照してください。 
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パソコンの動かが況を芭巧し* 

ずる一まち PC ヘルスモニター 





パソ n ンの取り扱い 
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■ システム房巧の巧ち 

本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 
2 BIOS セットアップを使ラ 
3指紋認証を使う . 
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1 ■システム垣境の巧ちとは 


本製品は、次のよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーテイ U テイで変更するか、または BIOS セット 
アップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 

各項目の詳細については、《オンラインマニュアル》を参照してください。 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

八ードウエア環境（パソコン本体）の設定 

「東芝 HW セットアップ」 

M° — 7 I~I い、 

ユーヴパスワード 

「東芝パスワードユーテイ I 」テイ」 

ノ、乂ソート 

セキユ I 」テイの設定 

スーパーパ'イヴ 
パスワード 

r 東芝パスワードユーテイ I 」テイ」 

省電力の設定 

「電源オプション」 


日 IOS セットアップについては r 本章旦 BIOS セットアップを使う」をご覧ください。 


システム環境の変更 
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BIOS セットアップをほう 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。 

なのよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 


• セキュ I 」了ィの設定 
• 起動方法の設定 

^ メモ BIOS セットアップを使用する前のま意 


‘通常、システム構成の変更は Windows 上の r まち HW セットアップ」、「まちパスワードユーティ U ティ」、 
「電源オプション」、「デバイスマネージャ」などで行ってください。 

「まち HW セットアップ I r ま芝バスワードユーティ U ティ」「電源オプション」について 
《オンラインマニュアル》 

「デバイスマネージャ」について 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 

‘使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 

1 BIOS セットアップで設をした内容は、電源を切っても消えません。しかし、内蔵バッテ U (時計用 
バッテ U ) び消耗した場合は標準設定値に戻りまず。 


起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


I 匿弓キーを巧しなび5電源を入れる 

•「Password =」と表示された場合 

設定したユーヴパスワードまたはスーパーパ'イヴパスワードを入力し、 I ENTER 
キーを巧してください。 

•「HDD Password =」と表示された場合 
設定した HDD パスワードを入力し、 I ENTER | キーを押してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

ノ（スワードと HDD ノ（スワードの両方を設定してある場合は、ノ（スワードー HDD パ 
スワードの順に認証び巧め日れます。 

ただし、パスワードと HDD パスワードび同一の文字列の場合は、パスワードの認 
証終了後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

B 臣日キーを押す 

BIOS セツトアップび起動します。 
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システム震の変更 






















0 BIOS セツトアップを使ラ 


設定内容びよくわか日なくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。この場合は変更 
した内容はすべて無効になります。 

設定値は変更前の状態のままです。 


匿弓キーを巧す 

画面にメッセージび表示されます。 


巧キーを押す 


BIOS セツトアップび終了します。 


—終了 

変更した内容を有効にして終了します。 


\ 


I FN 什 ド！キ—を巧す 

本製品では、 W + W キーび | RVD | キーの 機能を持ちます。 
画面にメッセージび表示されます。 


巧キーを押す 


設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 
変更した項目によっては、再起動されます。 


适中でお了する方法 


ぶ3 メモ 


r 指紋認証ユーティ U ティ」で Pre - os 指紋認証機能を有効にし、指紋を登録すると、パスワードを設 
定している場合に表おされる 「 Passwo 「 d =」 というメッセージの代わりに、指紋認証を行う画面び表 
示されます。指紋認証を行うと、 Pre - OS 指紋認証機能によってパスワードの認証び行われまず。 
認証を已回失敗ずるか、一定時間び経過する、または I SACKSMCf I キーを押すと、 「 Password =」 
表示されます。 


が 



指紋認証について詳しくは、《オンラインマこュアル》または指紋認証ユーテイ U テイのヘルプを参照 
して < ださい。 


システム環境の変更 


























B BIOS セットアップを使う 

MM 暮本操作 


基本操作は次のとおりです。 


変更したい項目を選択する 

山' 山> tik 四 

画面中で反転している部分び現在変更でさる項目です。 

項目の内容を変更ずる 

1 SPACE 1 または 1 BACKSPACE \ 

画面を切り替える 

\FN\+\ 且または if / V |+ の 

本製品では、 \FN\+\ i 1び IPGD / Vl キ ー、 \FN\+ \ t \t? 

1 PGUP 1 キーの機能を持ちます。 

設定内容を標準値にする 

| f / v |+ 间 

本製品では、1 f/V 1+ 1叫び1 HOME 1キーの機能を持ちます。 
次の項目は、この操作をしてち変更されません。 

♦ SYSTEM DATE/TIME 

♦ PASSWORD 

♦ HDD PASSWORD 

♦ Core Multi-Processing 

♦ Execute-Disable Bit Capability 

♦ Virtualization Technology*^ 

参 Trusted Execution Technology 

♦ SATA Controller Mode 

参 TPM 


*]「Trusted Execution Technolo 呂 y 」 が Enabled 」 に設定されている場を 


^ V 3 役立ご操作集- S 

スーパーバイザパスワードについて 

スーパーバイヴパスワードを設定すると、起動ずるドライブの変更の禁止や、 BIOS セットアップの設 
定を変更できないようにするなど、パソコン本体の設定について制限をかけられまず。 

《オンラインマニュアル》 

制限をかけた設定を変更したい場合は、「まちバスワードユーティ U ティ」でスーパーバイヴパスワー 
ドの解除、または設をのを要を行ってください。 

V J 



システム環境の変更 









































指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に代 
えて本人であることを証明する機能です。キーボードからパスワードを入力する代わりに、登 
録した指を指紋センサ上にすべらせるだけで、なのことび実行でさます。 

• Windows □グオン 

• インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• スク U - ンセーパ'の解除 

•パソコン本体起動時のユーヴパスワードまたは HDD パスワードの入力 
•スリ ープか 日の復帰 
など 

詳しくは指紋認証ユーテイ U テイ の〜) レプを参照してください。 



また、指紋認証を行ラには、あ日かじめ指紋を登録しておく必要びあります。詳しくは《オン 
ラインマニュアル》を参照してください。 



3 I 指紋認証をほ3 


1 ■团指紋認証品 


本製品には r 指紋センサ」と「指紋認証ユーティ U ティ（東芝フィンガープ U ントセキュ I 」 
ティ）」び用意されています。ここでは、指紋認証を行ラ方法について説明します。 


システム環境の変更 
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B 指紋認証を使ラ 


2 


指紋認証を巧う 


指紋を登録すると、指紋センサに指をすべ日せることで、 Windows へ□グオンできます。また、 
パソコンを複数のユーヴで使用している場合、ユーヴの選択ち省略でさます。 

指紋の登録方法などについて詳しくは《オンラインマニュアル》を参照してください。 

mm 操作方法 

パソコンに電源を入れる 

Windows に□グオンする画面び表おされます。 

Q 指紋登録した指の第1関節を指紋センサの上にのせ、手前側にすべ5せる 


车周弓 


指紋び認証されると画面に[成巧しました]と表示され、 Windows に□グオンします。 


指紋認証びラまくいかなかった場合は、警告メッセージび表示されます。また指紋認証を連続 
して已回じ(上失敗すると、約2分の間、指紋認証を使用できなくなります。指紋認証びラまくい 
かない場合は、なのように操作してキーボードか日パスワードを入力して、 Windows に□グ 
オンしてください。 

① [ユーヴーの切り替え]をク U ックする 
ユーヴを選択する画面び表示されます。 

② □ グオンしたいユーヴのアイコンをク U ックする 
□グオンパスワードを入力する画面び表示されます。 


③キーボードか日パスワードを入力し、 | f / V 7 r /?| キーを巧す 



システム環境の変更 
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巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願い、お問い合わせ巧、技術 
基準適合などについて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 38 

2お問い合わせ先 -0 S / アプリケーシヨン - . 42 

3 セーフモー ドで起動する . 46 

4がお寸法図 . 47 

已技術基準適合について . 48 

6無線 LAN について . 已1 

7 Bluet 00 ホについて . 日已 










1 I ごほ用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていただき 
たいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


眶■パソコン本做こついて 



I 機器への強い衝撃やが店について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬し化のでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごミ主意ください。 


I パソコンを快適におほいいただくために 


A 迁后、 

•パソコンの側面や底面の通風孔をふさびないこと 
•パソコンは常に平5で硬いちのの上に置いて使用ずること 

通風孔をふさぐおそれびあるので、カーペット、ソファ、ベッドなどの柔日かいものの上 
での使用は避けてください。 

•パソコンの底面やパームレスト（キーボード手前部分）に長時間触れないこと 

パソコンの底面やパームレストは熱くなることびあります。 

長時間軸れているとほ温やけどの原因となります。 

ひざの上などで長時間使用するときは、硬いパッドなどをパソコンの下に敷いてください。 


B 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。 ri 章」および《オンラインマ 
ニュアル》を読んでか日作業をしてください。またその際には、なのことを守ってください。 
守日なかった場合、故障するおそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


-本書で説明している場所のネジ^ソ外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジの形、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I メモリの増設の操作にあたって _ 

•必ずパソコン本体の電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを巧き、電源コード 
を電源コンセントからはずし、バッテ U パックを取りはずしてか日作業を行ってください。 
•パソコン本体やメモ I 」のコネクタに軸らないでください。コネクタにゴ S や油び付着すると、 
メモ U び正常に使用でさなくなります。 

•増設メモ U を強く巧したり、巧げたり、落としたりしないでください。 

•増設メモ U は、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みびある方）を持つよラにし 
てください。 

• ス1」ープ/休止状態中に増設メモ U の取り付け/取りはずしを行わないでください。ス U — 
プ/休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行っ 
てください。 

□静電気について 

• 増設メモ U は、精密な電モ部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびありま 
す。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ U を取り付ける前に静電 
気を逃びしてか日作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指を触れるだけで、 
静電気を防ぐことびでさます。 


K ■バツテリにごいて 


I バッテリをほ用するにあたって _ 

•パ'ッテ U パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源コードのプラ 
グをあいてか日作業を行ってください。ス U —プを実行している場合は、バッテ U パックの 
取りはずしをしないでください。データび消失します。 

• 電極に手を軸れないでください。故障の原因になります。 















D ご使用にあたってのお願い 


•パ'ッテ U 駆動で使用しているとさは、バッテ U の残量に十分ミ主意してください。 

バッテ U を使いきってしまラと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶さ 
れていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U を使いきってしまラと、時刻や日付 
に誤差び生じます。このよラな場合は、 AC アダプタを接続してバッテ U と時計用バッテ U 
を充電してください。 


mm 指紋認証について 

I 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサは非常に高度な技術で作日れておりますので、次の取扱ミ主意事項を守ってご使用く 
ださい。特に指紋センヴ表面の取り扱いには十分ごミ主意ください。 

• なのような取り扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 

-指紋センサ表面をのなどの硬いちのでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサ表面を強く巧す 
-濡れた手で指紋センサ表面を軸る 

指紋センサの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた手で指紋センサ表面を触る 
砂などのルさい物でち、指紋センサを傷つける場合びあります。 

-指紋センサ表面にシールなどをはる 
-指紋センヴ表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサ表面を静電気を帯びた手や巧などで触る 
• 指紋センサをご使用になるとさには、なの点にごミ主意ください。 

-手び巧れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥するを場にはミ主意してください。静電気は指紋センサの故障原因になりま 
す。 

-眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でセンサの巧れをふさ取る 
このとさ、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサび横から見て平行になるよラに指を置く 
-指紋センサと指の中央を合わせる 
-指紋センサの上に第一関節びくるよラに置く 
-すべ日せるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでち認識されない場合は、はやさを調整してください。 

-ちの図のよラに、指を上下や左ちにぶれさせず、指 
紋センサび完全に見える状態になるまで手前にすべ 
日せてください。 


読み込ませる範囲 



指紋センサ 
























D ご使用にあたってのお願い 


•指紋を登録する場合には、認識率向上のためになのよラな状態の指は避けてください。 

• :需れている 
-けびをしている 
-ふやけている 
-荒れている 
-巧れている 

指紋の間のミちれや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 

• 認識率び下びったな、と思った日なの点を確認してください。 

-指紋センサの表面び巧れていないか確認する 
巧れている場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふさ取ってか 
日使ってください。指紋センサ表面は強くこすらないでください。故障するおそれびあり 
ふ^ 〇 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋び磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態び異なると認識でさない可能性びあります。認識率び改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたにミ主意する 
• その他 

- 2本しソ上の指を登録することをおすすめします。ラまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなど 
の理由で、登録-使用びでさない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損書に関して、一切の責任は負いかねますので、ご 
了フ爭ください。 

I 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定び変更された場合、起動時にユーヴパスワードや 
HDD パスワードの入力を巧め5れることびあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 








お巧い合わせ巧 

- OS / アプリケーシヨンー 


* 吕〇 08 年 8 月現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などび変更になる場合があります。 


OS のお巧い合わせ巧 


Windows Vista ® についてのサポート情報は、下記のホームぺージをご覧ください。 

http://support.nnicrosoft.conn/ 

Windows Vista ® に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんヴポートになります。 
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アプリケーションのお巧い合わせ巧 


各アプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせく 
ださい。 

インス!-ールされているアプ U ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


Microsoft Office Exce ン Microsoft Office Outlook/Microsoft Office PowerPoint 
/Microsoft Office Word 

マイク□ソフトお償サポート 
〈 TEL 〉 

TEL :東京： 03-已3已 4-4 已00 

:大阪： 0己-己 347-4400 

《巧の情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便番号、ご住所、お名前、電話番号、お問い合わせ製品のプ□ダクト ID 
詳細は、製品添付の「バッケージ内容一覧」をご覧ください。 

〈受付時間 - お問い合わせ回数〉 

参セットアップ、インス!ルに関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

10:00-17:00 (±曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く。日曜日び 
祝祭曰の場合は営業いたします。その場合、振替休日は休業させてい 
たださます） 

回数 ：指定はございません。 





且お問い合わせ先 -0 S / アプ U ケーション- 


♦基本操作に関するお問い合わせ 

受付時間 ：目:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

] 0:00〜] 7:00 (±曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

無償サポート回数 ： Microsoft Office Personal 2007 ( Word / Excel / Outlook ) は 
4 インシデント 、 Microsoft Office PowerPoint 2007は 2 イン 
シデントとなります。 

お問い合わせに関する詳綱ホ 、 Microsoft Office Personal 2007および Microsoft 
Office PowerPoint 2007のスタートガイドをご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 

URL : http :// support . microsoft . com / 

※電話サポート（無償）ちしくは、製品サポートか6お問い合わせになる製品をお還びください。 
備考 ：マイク□ソフトサポート Web 上か日直接インターネットを通じてお問 

い合わせち巧能です。 

答えてねつと： http :// www . kotaete - net . net / 


ウイルスバスター2008 90日版 
ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 ： 9:30〜] 7:30 

TEL : 〇已 70-00832 己 

: 03-已 334-1 03已 （ IP 電話•光電話か日のお問い合わせ) 
ホームぺージ： http :// tmqa . jp/toshiba 


Google ツールバー/ Google デスクトップ 

ホームページ： Goo 旨 le ツールバー 

http :// www . google . conn / support / toolbar / bin / request.py 
Google デスクトップ 

http :// desktop ' 旨 00 旨 le ' com / suppo 「 t /? hl=ja 


i - フィルター己. Q / i - フィルター4 
デジタルアーツ株式会社ヴポートセンター 

受付時間 ：平日]ひ泣□□、± •曰•祝日]ひ□□〜2ひ00 
(弊社指定休業曰を除 <) 

TEL :平曰 03-3 已80-已己78、± •曰-祝曰〇已 70-00] 334 

E-mail : p - support @ claj . co.jp 
ユーヴーヴポー トお問い合わせ フォーム 
: http :// www . daj . jp / ask / 

ホームぺージ： http :// www . claj . jp / 















Q お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


KDDI PC U モート 

KDDI モジュ 

—ルヴポートセンター 

受付時間 

: 9:00-17:30 吐曰•祝祭日を除く） 

TEL 

: 03-6366-5187 

E-mail 

: pc - msc @ kddi.com 


Ulead DVD MovieWriter ® for TOSHIBA 

コーレル株式会社インタービデオテクニカルサポート 

お問い合わせの前にホームぺージ （ http :// www . corel . jp / support /) をご確認ください。 

当製品の無償サポート期間は、ご購入後1年間となります。 

受付時間 

:月〜金] 0:□□〜12:00、 13:30-17:30 
(12:0 □〜] 3:30、±曰祝祭日、ならびに弊社指定休業日を除く） 

TEL 

04曰- 226-3899 

FAX 

04曰- 226-389 曰 

E-mail 

メールでのお問い合わせは、 LU 下の URL に掲載されている専用のメール 

フォームをご利用ください。 

http :// www . corel . jp / support / 

ホームページ 

: http :// www . intervicleo . co . jp / 


駅探エクスプレス 

駅探エクスプレスサポート 

受付時間 

:メールのため受付時間の制限はありません。 

《 webmaster からの返信は、基本的に平日 （1 0:0日〜18:0日）の巧応とさせていただ 
いてお0ます。 

また、內容により返信できない場合、回答に日数を要する場合をありますので、あら 
かじめご了承ください。 

E-mail 

: express - support @ ekitan.com 

ホームページ 

: http :// express . ekitan . cofn / 


デジタル全国地図 its-mo Navi 
ゼンリンデータコムお客様相談室 

受付時間 ：] 0:0□〜] 7:00月〜金（祝日.醉社指定休日は除く） 

E-mail : itsmo _ navi @ zenrin - clatacofn.net 

ホー ムぺーン： http :// www . zmap . net / contactus / inclex.htfnl 
















且お問い合わせ先 -0 S / アプ U ケーション- 


Adobe Reader / CD / DVD 静音ユーテイリテイ/ ConfigFree/Internet Explorer / 
Java …吕 Runtime Environment / PC 引越ナビ/ 

TOSHIBA Disc Creator/TOSHIBA DVD PLAYER / TOSH 旧 A Flash Cards / 
TOSHIBA Recovery Disc Creator/TOSHIBA Smooth View / TPM / 

Windows Media 円 ayer/Windows フオトギヤラリー / Windows ムービーメーカー/ 
Windows メール/ヴヴッとヴーチ/ 

指紋認証ユーティリティ（まちフィンガープリントセキユリティ）/ 

東芝 DVD - RAM ユーティリティ/東芝 HDD プ□テクシヨン/東ち HW セットアッ つ/ 

東芝 PC 診断ツール/東芝 PC ヘルスモニタ/東ち SD メモリカードフオーマット/ 

東芝 SD メモリブートユーティリティ/ま芝ヴービスステーシヨン/東ち省電力/ 

東芝パスワードユーティリティ/東ちピークシフトコント□-ル/東ちボタンヴポート 

東ち（東ち PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 01 20-97-1 048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスび流れます。アナウンスに従って操作 
してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスのあとでのをプッシュし 
てください。 

技術相談窓口受付時間： 9:0□〜] 9:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外からの電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook . com 「ヴポート情報」—「東芝 PC あんしんサポート」 
( http :// clynabook . com / assistpc / anshin / inclex _ j . htm ; にて©失 Db せし、たします。 

















3 I セ-フモ-ドで面巧する 


Windows び起動しないときに、 Windows をセーフモードまたは前回正常に起動したときの構 
成で起動する方法びあります。セーフモードでは、最低限の機能で Windows を起動させるこ 
とびでさます。 

なの手順で操作してください。 

Q 回 キ-を巧しなびら、電源を入れる 

Q r 詳細ブートオプション」び表示された5、因]キーか5手をはなす 

9 目的に合わせて[セーフモード]または[前回正常起動時の構成（詳 
細)]を選択し、店 A /7 西]キーを押す 
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か形寸法回 



* 数値は突起部を含みません。 


19.5 (最薄部) 
/2日万 mm 


が 


巳 I 白 


21 5.8 mm 















巧術甚準適をについて 


《オンラインマニュアル》にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけでなく、 
《オンラインマニュアル》の記載ちあわせてご確認ください。 



■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 


《オンラインマニュアル》 


■電波障害自主規制について 

《オンラインマニュアル》 


■ FFCC information 」 について 

《オンラインマニュアル》 


■ EU Conformity Statement について 

CC 

This product and -if applicable - the suoplied accessories too are marked with "C じ " and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC, 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany, 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 

The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 
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B 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ -844 
を全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置およびパソコン本体には、下記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザ規格に N 巨08吕已-1】で"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の置体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因ずる二次的な損失、障害および事故を防止ず 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異甫び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


广 本装置上のレーザーラベルの表示位置 


CAUTION CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 
ATTENTION RADIATIONS LASER V に旧 LES ET INVISIBLES DE CLASSE 3B QUAND OUVERT. 

EVITEZ TOUT EXPOSITION AU FAISCEAU. 

ADVARSEL KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRALING. 
VARO! AVAHAESSA OLET ALTTIINA NAKYVALLE JA NAKYMAnOMALLE LUOKAN 3B LASERSATEILYLLE. 

ALA KATSO SATEESEEN. 

WARNING KLASS 3B SYNUG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNADELAR OPPNAD. UNDVIKATT UTSAHA 
DIG FOR STRALEN. 

VORSICHT BEI GEOFFNETER ABDECKUNG 1ST SICHTBARE UND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG DER KLASSE 3B 
IM GERATEINNEREN VORHANDEN. N に HT DEM LASERSTRAHL AUSSETZEN! 

PRECAUCION CUANDO SE ABRE HAY RADIACION LASER DE CLASE 3B V に旧 LE E INVISIBLE. 

EVITE LA EXPOSICION A LOS RAYOS LASER. 




















B 技術基準適合について 


^パソコン底面のレーザーラベルの表示位置 



v _/ 






























if 緑 LAN にごいて 



* 無線 LAN モデルのみ 


mm 無線 LAN の概要 


本製品には、 IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] 昼、 IEEE 802'1 ]n d 「 aft 2'0 
のすベて、もしくはその一部に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。なの機能を 
サポートしています。 

•周波数チャネル選択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 



本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類の確認については、《オンライ 
ンマニュアル》をご覧ください。 


打？ メモ 

•本製品に内蔵されている IEEE 802.1 In に準拠した無線 LAN モジュールは、 UU - スバージョン 
draft 2.0 の仕様に基づいております。そのため、正式規格対応製品や他社のドラフト版対応製品とは 
互換性やすべての機能を保証するをのではありません。 

• 本製品と同等の構成を持った機器との通信を行う場合に、 IEEE 802.1 ]n draft 2 .□準拠の通信を行ラ 
ことび可能です。 









回無線 LAN について 


Kjfl お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネットワーク機器 
は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/ 
地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 
無線規制については、「本節■面お知らせ」を確認してください。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In drafts .0 

已 GHz (已]已 0- 已 72 已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 

IEEE 802.1 Ig , 

IEEE 802.1 In drafts .0 

2.4 GHz に 400-2497 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重方式 
日 FDM - BPS に 0 FDM - QPSK ， 

□ FDM -1 6 QAM , □ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , 

DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In drafts .0 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式)， 

空間多重方式 （ IVIIM 0 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

拉メモ 

• アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に霞響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合を、通信範囲に影響をちえ 
まず。 
















回無線 LAN について 


mm サポートずる周液数帯域 

無線 LAN びヴポートする已 GHz 帯および 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線 
規制によって異なる場合びあります（表「無繳 EEE802.1] チャネルセット」参照)。 

無線規制については、「本節|面お知らせ」を確認してください。 

■無織 EEE 802 .1 1 チャネルセット 

* 己 GHz 帯： 己 1 己〇〜己 7 吕己 MHz (IEEE 802.1 la. IEEE80 吕 .1 1 n draft 吕 .0 の 場合） 

后？ メモ 

• 巳 GHz 無線 LAN は屋外では使用できません。 


チャネル ID 

周波数 

W52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

5300 

64 

5320 

W56 

100 

5500 

104 

5520 

108 

5540 

112 

5560 

116 

5580 

120 

5600 

124 

5620 

128 

5640 

132 

5660 

136 

5680 

140 

5700 


アクセスポイント側のチャネル （W 已 2/W 已 3/W 已己）に合わせて、そのチャネルに自動的 
に設定されます 0 































回無線 LAN について 


• 2.4GHz 帯：吕 400 ~2497MHz (IEEE 802.1 Ib/g. IEEE80 吕 .1 1 n draft 吕 .0 の 場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24曰 7*1 

11 

2462 

12 

24目7が 

13 

2472が 



*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

* 2 これ5のチャネルび使用可能かどラかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用巧 
能チャネルについては、『無線 LAN ご使用でをる国/巧域について』を参照してください。 

無線 LAN をインス!-ールする場合、チャネル設定は、なのよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 LAN アクセ 
スポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□ーミングする場合は、 
ステーシヨンび必要に応じて自動的にチヤネルを切り替えます。無線 LAN アクセスポイント 
の設定チヤネルちこの範囲にする必要びあります。 
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回無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 


■ステッカー 


本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 



この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 a ソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用ずる前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを$害認して < ださい。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉、の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたとさは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■ 現品表 /J 、 

本製品とお包箱には、巧に示す現品表示び記載されています。 


①②③④ 


2.4DS/0F4 





① 2.4 

② DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m じ(下であることを示す。 

2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意昧する。 


■ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、卷末を参照してください。 
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回無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、なの認証を 
受けた無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要 
ありません。 


■ Intel a / b / g / n モジュールの場合 

無線設備名：已 12 AN_MMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号: 0080241003 

■ Atheros a / b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： AR 5 BXB 92 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言を言正番号: 0080266003 

■ Atheros b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： AR 已日 91 -X 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 80273003 


本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵軸する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 







回無線 LAN について 


mm お知らせ 

I お線製品の巧ち運。性 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS ) /Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用するあ 
らゆる無線 LAN 製品と相互運用でさるよラに設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs(Revision a / b / g/n drafts .0) (無線 LAN 標 
準規格(版数 a / b / g/n drafts .□)) 

• Wi - 円 Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi - 円 CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 

I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。：欠にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日なし觸合 
は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 

本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま民 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使用に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準と安 
全基準に準拠しています。 










回無線 LAN について 


■ Intel a/b/g/n モジユール 

• Canada - Industry Canada (1C) 

This device compUes with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The tern "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
spacifications were met. 

• USA-federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Intel® Witi Link 5100, or the substitution or attachment of connecting 
cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Intel® WiFi Link 5100 is far below the FCC radio frequency exposure 
limits. Nevertheless, the Intel® WiFi Link 5100 shall be used in such a manner that the potential for 
human contact during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user's manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd- 
dhm237/index-e 打 g.php. 








回無線 LAN について 


参 Eur 叩 e 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner da 打 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d’une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est 打 ecessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Tel 台 c 曰 mmuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interne. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations applv lor outdoor usage. The user should use the wireless LAN uiiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 


















回無線 LAN について 


参 Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance 
to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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■ Atheros a/b/g/n モジユール 、 Atheros b/g/n モジユール 

• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 艮 SS 210 oi industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions;(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The tern "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
spacifications were met. 

• USA-federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna 

• Increase the separation between the equipment and the receiver, 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Atheros AR 9280 /A 民 9281 Wireless Network Adapter, or the substitution 
or attachment of connecting cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution; Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Atheros A 民 9280 /A 民 9281 Wireless Network Adapter is far below the 
FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless, the Atheros A 民 9280 /A 民 9281 Wireless Network 
Adapter shall be usea in such a manner that the potential for human contact during normal operation is 
minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user's manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehcl- 
dhm237/index-eng.php. 








回無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interno. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buite 打 antennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations applv ror outdoor usage, fhe user should use the wireless LAN utiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 
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• Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance 
to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






回無線 LAN について 


mm 使用でまる国/地域について 

本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、付属の『無線 LAN 使用でさる国/地域につ 
いて』を確認してください。 

mm r まミ無線 LAN 己 GHz 有効無効ツール J について 

已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

本製品を屋外に持ち出す場合は、 r 東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール」で已 GHz の周波数帯域 
を OFF にしてください。 

[スタート]ボタン（盾 n 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ネットワーク]一撫線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]画面び表おされます。 

[OFF] ボタンをクリックし①、[閉じる]ボタンをクリックする⑨ 


の 

I ② 


■ 5 GHz の周波数帯域び OFF になります。 

メモ _ 

•屋内で已 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ON] ボタンをクリックし、已 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 














































7 1 Bluetooth について 


mm 物埋仕様 



通信方式 

Bluetooth Specification Ver .2.1 +EDR 


無線周波数帯 

2.4 GHz に 402 〜 2480 MHz ) 

ワイヤレス通信 

変調方式 

周波数ホッピング方式 

2値 FSK 


出力*1 

最大 十 4 dBm (Power Class 2) 


受信感度*' 

-7 日 dBm 


通信距離 

見通し] Om * 旦 

電源電圧 

3.3 V 

消費電力 

最大200 mA 


*] アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。 



B お線特性 

Bluetooth モジユー J レの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 
合びあります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使用び規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

本製品の团 uetooth 通信機能び使用できる国/地域については、付属の『使用できる国/地域 
について』を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートび低いほど、 
通信範囲は広くなります。 

侣 t メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼずことびあ 
ります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合ち、通信範囲に影響を与え 
ます。 
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Q Bluet 001 ih について 


mm Bluetooth ® まミ製モジ: L - ルを日本でお使いの場合のごミ主意国 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 a ソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、文は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 /J 、 

本製品とお包箱には、なに示す現品表示び記載されています。 

(1) に） （3) 

2. 4FH1 


(4) 

(1) 2.4 : 2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

に） FH :変調方式び FH-SS 方式であることをおす。 

(3) 1 :想定される与干渉距離び] Omli (下であることを示す。 

(4) I 1 ; 2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域 

を回避可能であることを意味する。 

■ ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、巻末を参照してください。 
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mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

無線設備名： EYXF3CS 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : D08-030 已 00] 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 


B お客様に巧ずるお知6せ 


■無線製品の相互運用性 

Bluetooth® 東芝製モジュールは、 Frequency Hopping Spread Spectrum (FHSS) 無線 
技術を使用するあらゆる团 uetooth® ワイヤレステクノ □ジを用いた製品と相互運巧できるよ 
ラに設計されており、巧の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策疋の Bluetooth Specification 
Ve「'2'l+EDR 

• Bluetooth Special interest Group の定義する Bluetooth® ワイヤレステクノ□ジの Logo 
認証 


分メモ 

•本製品はすべての巨 luetooth® ワイヤレステクノロジを用いた機器との接続動作をお認したをのではあ 
りません。ご使用にあたっては、 Bluetooth® ワイヤレステクノ□ジを用いた機器対応の動作条件と接 
続の可否情報を取扱元にごお認くださし、。 


また下記の取り扱い上のミ主意点びあります。 

( 1 ) 本製品は Bluetooth® Versions. 1 +EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth® Version 1 .OB 仕様の Bluetooth® ワイヤレステクノ□ジを用いた機器とは互 
換性びありません。 

に） 2.4GHz 帯の Wireless-LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エ 
ラーび発生する可能性びあります。 

(3) Bluetooth® と Wireless-LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障 
びある場合は、今お使いの团 uetooth®、Wireless-LAN のいずれかの使用を中止してくだ 
さい。 
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■健康への影響 

Bluetooth® ワイヤレステクノ□ジを用いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ 
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは 
るかにほいレベルに抑え日れています。 

Bluetooth® 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライ 
ンにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。この安全基準お 
よび勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専 
門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Bluetooth® ワイヤ 
レステクノ□ジの使用を制限する場合びあります。なにその例を示します。 

• 飛行機の中で Bluetooth® ワイヤレステクノ □ジを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわからない場 
合は、 Bluetooth® ワイヤレステクノ□ジを用いた装置の電源を入れる前に、管理勒こ使用の 
可否について確認してください。 
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Regulatory statements 

参 General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where 
the product is sold. In addition, the product complies with the following, 

♦ European Union (EU) and EFTA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the 
CE mark accordingly. 

♦ Canada - Industry Canada ( に） 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada, 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of this device." 

L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes :(1)il ne doit pas 
produire de brouillage et (2)1’ utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique recu, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

The tem "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical spacifications were met. 

♦ USA - Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a articular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

♦ Reorient or relocate the receiving antenna, 

♦ Increase the distance between the equipment and the receiver, 

♦ Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 

♦ Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modilication of the devices included with this Bluetooth® Card from TOSHIBA, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction oi interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 
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Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Bluetooth® Card from TOSHIBA is far below the FCC radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth® Card from TOSHIBA shall be usea in 
such a manner that the potential for human contact during normal operation is minimized. The 
antenna(s) used in this device are located at the upper edge of the LCD screen, and this device 
has been tested as portable device as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD 
screen is rotated 180 degree and covered the keyboard area. In addition, Bluetooth has been test¬ 
ed with Wireless LAN transceiver for co-location requirements. Tnis device ana its antenna(s) 
must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or 
transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety Code 6, obtainaoie from Health Canada's website www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radia- 
tion/99ehd-dhm237/index-eng.php. 

参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the DGT or NCC, any company, enterprise, or user 
is not allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original 
characteristic as well as performance to a approved low power radio-frequency 
devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and 
interfere legal communications; If found, the user shall cease operating immediately 
until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in 
compliance with the Telecommunications Act, 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference 
from legal communications or ISM radio wave radiated devices. 






<MEMO> 




